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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底面の各辺から延設された側面をそれぞれ有し、前記側面間に折込みコーナーを有する
トレーであって、
　前記側面の上辺から延設した強化片を形成することにより、トレー使用時において、前
記強化片を内方若しくは外方へと折り込み、トレーを安定して保持可能に構成した強化片
付きトレーであって、
　前記強化片の前記側面の上辺から延設する幅は、１５ｍｍ～６０ｍｍであり、前記強化
片は、少なくとも親指を載せられる程度に形成され、前記強化片を内方に折り込んだ際に
は、人差指から小指までの４本の指をトレーの底面に添えるとともに、親指を前記強化片
に載せた状態で、トレーを強固かつ安定して保持することが可能であり、
　前記強化片を側面に形成し、
　前記トレーの内面にフィルムを易剥離可能に形成し、
　前記強化片の一部に突出部分を形成し、該突出部分を外方へ折り込むことで前記フィル
ムの先端部分を剥離させることを特徴とする、強化片付きトレー。
【請求項２】
　長方形の底面を有する強化片付きトレーであって、前記強化片を前記底面の短辺から延
設された側面に設けたことを特徴とする、請求項１記載の強化片付きトレー。
【請求項３】
　前記折込みコーナーは、短側面に貼り合せることを特徴とする、請求項１乃至２記載の
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強化片付きトレー。
【請求項４】
　前記強化片と対抗する側面に別の突出部分を突設し、該別の突出部分を外方へ折り込む
ことで前記フィルムの先端部分を剥離させることを特徴とする、請求項１ないし３のいず
れかに記載の強化片付きトレー。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、底面の各辺から延設された側面をそれぞれ有し、前記側面の端部間に折込み
コーナーを有する、強化片付きトレー関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、図１０に示すように、種々の食料品をその場で食することを目的とした容器とし
て、舟形のトレー１０が知られている（例えば特許文献１）。このようなトレー１０は、
特に、遊園地やお祭りといった催し場所において、例えばたこ焼きや焼きそば等を、その
場で食することが可能なトレー１０として好適に用いられている。
【０００３】
　しかしながら、このようなトレー１０は、内容物を好適に収容することができるものの
、トレー１０を片手で持って食する際に、人差指から小指までの４本の指をトレーの底面
に添えて、親指を側面の上辺に掛けた状態で、トレーを保持するため、親指と側面１の上
辺とが点接触となり、トレー１０の保持が不安定なばかりでなく、側面１に掛けた親指が
、トレー１０の内部に入り込むと、熱い内容物で指先を火傷する恐れがあった。また、親
指と側面１との間に力が集中して側面１が湾曲してしまうため、トレー１０の形状保持に
難がありトレーを安定して保持することが困難である。このため、片手でトレー１０を保
持しつつ、他方の手で割り箸等を持ち、内容物を食することが困難であった。
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－１６１２６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、主に、遊園地やお祭りといった催し場所において、
例えばたこ焼きや焼きそば等を、その場で食するためのトレーにおいて、トレーを片手で
強固かつ安定して保持することが可能なトレーを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決すべく、本発明は、底面の各辺から延設された側面をそれぞれ有し、前
記側面間に折込みコーナーを有するトレーであって、前記側面の上辺から延設した強化片
を形成することにより、トレー使用時において、前記強化片を内方若しくは外方へと折り
込み、トレーを安定して保持可能に構成した強化片付きトレーであって、前記強化片の前
記側面の上辺から延設する幅は、１５ｍｍ～６０ｍｍであり、前記強化片は、少なくとも
親指を載せられる程度に形成され、前記強化片を内方に折り込んだ際には、人差指から小
指までの４本の指をトレーの底面に添えるとともに、親指を前記強化片に載せた状態で、
トレーを強固かつ安定して保持することが可能であることを特徴とする、強化片付きトレ
ーである。
【０００７】
　また、前記強化片は、短側面に形成したことを特徴とする、強化片付きトレーである。
　
【０００８】
　また、前記折込みコーナーは、短側面に貼り合せることを特徴とする、強化片付きトレ
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ーである。
【０００９】
　また、前記トレーの内面にフィルムを易剥離可能に形成したことを特徴とする、強化片
付きトレーである。
【００１０】
　また、前記強化片の一部に突出部分を形成することにより、該突出部分を起点に前記フ
ィルムを引き剥がし容易に構成したことを特徴とする、強化片付きトレーである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明は、底面の各辺から延設された側面をそれぞれ有し、前記側面間に折込みコーナ
ーを有するトレーにおいて、前記側面の上辺から延設した強化片を形成することにより、
トレー使用時において、前記強化片を内方若しくは外方へと折り込みトレーを安定して保
持することが可能である。特に、親指と強化片とが面接触により当接するため、親指と側
面との間に力が集中して側面が湾曲してしまうことを防ぐことが可能であり、さらには、
トレーを持つ手が滑ることなく、安定してトレーを保持することが可能である。また、親
指がトレーの内部に入り込むことを防ぎ、熱い内容物等で火傷してしまうことを防ぐこと
が可能であり、さらには、強化片を内方へと折り込むことにより、強化片に施した印刷が
使用者方に向くため、高い宣伝効果を奏することが可能である。
【００１２】
　また、前記強化片は、短側面に形成したことを特徴とするから、強化片を有する短側面
が外方へと折れ曲りにくく、強固かつ安定してトレーを保持することが可能である。さら
には、短側面を把持して長側面を手前方に向けた状態で、トレーを保持することが可能で
あり、長い側面方から内容物を食しやすい効果がある。
【００１３】
　また、前記折込みコーナーは、短側面に貼り合せることを特徴とするから、短側面の強
度が向上して外方へと折れ曲りにくくなる効果があるとともに、折込みコーナーの貼り合
せ部分が剥がれにくくなる効果がある。
【００１４】
　また、前記トレーの内面にフィルムを易剥離可能に形成したことを特徴とするから、液
体を含む内容物を収容しても、トレーと液体とが直に接することを防止することが可能で
あり、トレーの紙材等に液体が浸透して、トレーの剛性が低下してしまうことを防止する
ことが可能である。
【００１５】
　また、前記強化片の一部に突出部分を形成することにより、該突出部分を起点に前記フ
ィルムを容易に引き剥がすことが可能であり、さらには、視認性がよい強化片に、フィル
ムを剥がす旨のリサイクルを促す表示をすることにより、強化片に形成された突出部分を
用いてフィルムを分別することを容易に認識可能である。
　よって、高い分別性、環境性、操作性を有する、強化片付きトレーを提供することが可
能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明に係る強化片付きトレー１０（トレー１０）の一例としては、図１（ａ）（ｂ）
に示すように、底面５と各側面１，２，３，４を有する舟形のトレー１０であって、各側
面１，２，３，４のコーナー部分に、ブランクの一部を折込み貼り合せてなる折込みコー
ナー６を有する、トレー１０（強化片付きトレー１０）である。
【００１７】
　特に、本発明のトレー１０は、少なくとも１の側面１の上辺から延設された強化片７を
有しており、後述する、トレー使用時において、前記強化片７を内方（若しくは外方）へ
と、折り込むことにより、片手で前記トレー１０を強固かつ安定して保持することが可能
である。よって、たとえ熱い内容物や重量の重い内容物であっても、トレー１０を安定し
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て保持することが可能であり、トレー１０を保持した状態で好適に内容物を食することが
可能である。
【００１８】
　前記トレー１０は、該トレー１０に収容する内容物の重量に耐えうる適宜の強度をもっ
た紙材を使用することが好ましく、例えば、１人前のたこ焼き（約３００ｇ前後）を収容
するためのトレーの形状は、長手方向が１００～２００ｍｍ、短辺方向が５０ｍｍ～１０
０ｍｍ程である場合、トレー１０に使用する紙材としては、その坪量が１９０ｇ／ｍ2～
３５０ｇ／ｍ2、より好ましくは坪量が２７０ｇ／ｍ2～３１０ｇ／ｍ2の単紙（板紙）を
用いることにより、内容物を収容したトレーが折れ曲りにくく、強化片に親指を載せた状
態で、トレーを強固かつ安定して保持することが可能である。
【００１９】
　次に、このような強化片付きトレー１０の主な構成について説明する。
　本発明の強化片付きトレー１０は、図２に示すように、略長方形の底面５を有し、該底
面５の各辺よりトレー１０の側壁を形成するための側面１，２，３，４をそれぞれ有して
いる。
【００２０】
　そして、各側面１，２，３，４のコーナー部分には、扇状の折込みコーナー６を有して
おり、後述する、トレー組立時において、各側面１，２，３，４を起立させた後、前記折
込みコーナー６を外方へと折込み前記側面の外面に貼り合せることで、簡単にトレー１０
を形成することが可能である。
【００２１】
　特に、短い幅を有する前記側面１、３（短側面）のうち、短側面１の上辺からは、さら
に、ミシン目等を介して強化片７が延設されており、後述する、トレー使用時において、
前記強化片７をミシン目に沿って内方若しくは外方へと折込み、該強化片７に親指を載せ
若しくは摘むことで、トレー１０を安定して保持することが可能である。
【００２２】
　また、前記側面３および前記強化片７の一部には、突出した形状からなる突出部分９が
形成されており、後述する、トレー使用後において、トレー内面に形成されたフィルム８
を、前記突出部分９を起点に引き剥がして、トレー１０とフィルム８とを容易に分別する
ことが可能である。
【００２３】
　次に、このようなブランクから本発明の強化片付きトレー１０を組み立てる構成につい
て説明する。
　まず、図３（ａ）に示すように、向い合う１対の前記短側面１，３を内方へと折込み起
立させた後、他方の１対の側面２，４（長側面）を内方へと折込むとともに折込みコーナ
ー６を外方へと折り込む。
【００２４】
　そして、図３（ｂ）に示すように、外方へと突出した折込みコーナー６を、さらに前記
短側面１、３方へと折込み、該短側面１，３の外面へと貼り合せることにより、本発明の
強化片付きトレー１０を形成することが可能である。
【００２５】
　このようにして形成された本発明の強化片付きトレー１０は、図４（ａ）に示すように
、側面１，２，３，４に囲まれた舟形の収容部を有し、特に、前記短側面１からは、ミシ
ン目を介して起立する強化片７が形成されている。
　そして、トレーの使用時において、図４（ｂ）に示すように、前記強化片７をトレー内
方へと折り込むことにより、親指を載せてトレーを強固に保持可能な強化片７を簡単に形
成することが可能である。
【００２６】
　例えば、図５（ａ）に示すように、トレー使用時において、たこ焼き等の内容物をトレ
ー１０に収容した場合、図５（ｂ）に示すように、前記強化片７を内方へと折り込むこと
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により、トレー１０の底面に４本の指先を添えつつ、前記強化片７に親指を載せた状態で
トレー１０を強固かつ安定して保持することが可能である。
【００２７】
　特に、前記強化片７は、図６（ａ）（ｂ）（ｃ）に示すように、短側面１に形成されて
おり、たとえ、重量の重い内容物を収容したトレーを保持しても、強化片７および短側面
１が、トレー１０の重さで外方へと折れ曲ってしまうことを防ぐことが可能である。さら
には、図６（ａ）に示すように、折込みコーナー６を短側面１へと貼り合せることにより
、短側面１の強度がさらに向上するため、短側面１が外方へと折れ曲ってしまうことを強
固に防ぐことが可能である。
【００２８】
　よって、片手で保持したトレー１０が傾くことなく、安定してトレー１０を保持するこ
とが可能であり、他方の手で割り箸等を持ち、内容物を好適に食することが可能である。
また、熱い内容物を収容したトレー１０を片手で保持した際にも、広い面からなる強化片
７に親指を載せることで、内容物に直接指先が触れることなく安全に内容物を食すること
が可能である。
【００２９】
　前記強化片７の長手方向の長さは、１５ｍｍ～６０ｍｍ程度の長さが好適であり、さら
に好ましくは２０ｍｍ～５０ｍｍ程度の長さとすることにより、親指の先端が内容物と接
することなく、かつトレー１０を強固かつ安定して保持することが可能である。さらには
、前記強化片７と前記短側面１とは、同一幅をもって連接することが望ましく、短側面１
の強度を活かした耐強度を有する強化片７を形成することが可能である。
【００３０】
　また、前記強化片７は、該強化片７と側面１とミシン目やハーフカットを介して連接す
ることが望ましく、使用時において、強化片７を少ない力でもって容易に折り込むことが
可能である。さらには、前記強化片７に印刷を施してもよく、後述する、トレー使用時に
おいて、印刷面が使用者の方向を向くため、一見して印刷内容を認識することが可能であ
る。
【００３１】
　次に、本発明の強化片付きトレー１０は、トレー１０の内面にフィルム８を形成するこ
とにより、例えば、内容物にソース等の液体を使用する場合において、トレー内面の紙材
に液体が浸透してしまいトレー１０の剛性が低下してしまうことを好適に防止することが
可能である。前記フィルム８は、予め剥離し易いようにトレー１０に全面弱接着若しくは
部分的弱接着しておくことが望ましい。
【００３２】
　そして、内容物を食した後において、トレー１０の内面に形成されたフィルム８を剥が
すことにより、簡単にトレー１０のフィルム８と紙材とを分別することが可能であり、高
い環境性を奏することが可能なトレー１０を提供することが可能である。
【００３３】
　この場合の一例としては、トレー使用後において、図７（ａ）に示すように、トレー１
０の強化片７および側面３の一部に形成された前記突出部分９を外方へと折り込むことに
より、トレー１０の内面に形成されたフィルム８の先端部分を露出させることが可能であ
り、図７（ｂ）に示すように、前記フィルム８の先端部分を指先でつまんで引くことによ
り、簡単にトレー１０からフィルム８を引き剥がすことが可能である。
【００３４】
　また、強化片７と対向する側面３にも、前記突出部分９を形成することにより、両方向
からフィルム８を引き剥がし容易に構成してもよく、例えば、内容物を余した場合であっ
ても、対向する側面１、３の両方向からフィルム８を引き剥がして、内容物を包み込んで
分別、廃棄することが可能である。よって、トレーの廃棄時において、環境に配慮したト
レー１０を提供することが可能である。
【００３５】
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　前記突出部分９は、対向する側面１，３の対角位置にそれぞれ形成することが好ましく
、連続するブランクの突出部分が交互に配置されるため、単紙を余すことなく用いること
が可能であり、さらなる省資源効果を奏することが可能である。
【００３６】
　また、本発明の強化片付きトレー１０に種々の印刷を施してもよく、図５に示したよう
に、トレー１０の分別方法等を記載した印刷を施すことが望ましく、特に、前記強化片７
に印刷を施すことにより、印刷面が使用者方に向くため、一見して印刷された分別方法等
の表示を認識することが可能であり、トレー１０の分別をさらに促進する効果がある。
【００３７】
　以上のように、本発明の強化片付きトレー１０は、側面１の上辺から強化片７を延設す
る簡単な構成により、トレー使用時において、人差指から小指までの４本の指をトレーの
底面に添えるとともに、親指を前記強化片７に載せた状態で、トレー１０を強固かつ安定
して保持することが可能である。また、上述の例では、トレー１０の前記強化片７を内方
へと折込み、トレー１０を保持する例を示したが、これに限らず、前記強化片７を外方へ
と折込んで使用してもよく、外方へと折り込んだ強化片７を人差指と親指とで摘み、その
他の指を底面５に添えた状態で、強固かつ安定してトレー１０を保持することも可能であ
る。
【００３８】
　本発明の強化片付きトレー１０の形状は、上記例に限らず、例えば、多角形状のトレー
であってもよく、少なくとも一の側面に前記強化片７を形成してもよい。また、前記強化
片７は複数の側面に形成してもよい。
　いずれにせよ、トレー使用時において、強化片７を内方若しくは外方へと折込み、該強
化片７に親指を載せて若しくは指先で摘んだ状態で、強固かつ安定してトレー１０を保持
可能な構成であれば、トレー１０の形状や強化片７の形状等は限定されるものではない。
【００３９】
　前記強化片７の形状は、上記例に限らず、例えば、図８（ａ）に示すように、湾曲面で
あってもよく、また、図８（ｂ）に示すように、段差形状であってもよく、さらには、図
８（ｃ）に示すように、半月形状であってもよい。
【００４０】
　さらには、トレー使用前の強化片７が、側面１から延設して起立する形状であるから、
図９に示すように、使用前のトレー１０を複数積み上げた状態で保管、輸送することが可
能であり、使用時においても、側面１から延設された強化片をつまんで、最上段のトレー
を取り出しやすい効果がある。
【００４１】
　前記トレー１０の内面にフィルム８を形成する方法の一例としては、易剥離性を有する
接着剤を使用してフィルム８を貼り合せる方法や、ポリエチレン等の溶融樹脂を押し出し
ラミネート法により形成する方法など適宜方法を用いて、トレー１０の内面にフィルム８
を形成することが可能であり、フィルム８の形成方法は限定されるものではない。また、
前記フィルム８の材質としては、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエステル、ポリア
ミド等の各種フィルム８を用いることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】（ａ）（ｂ）本発明に係る強化片付きトレーの一例を示す説明図である。
【図２】本発明に係る強化片付きトレーのブランクの一例を示す説明図である。
【図３】（ａ）（ｂ）本発明に係る強化片付きトレーの組立時の一例を示す説明図である
。
【図４】（ａ）（ｂ）本発明に係る強化片付きトレーの一例を示す説明図である。
【図５】（ａ）（ｂ）本発明に係る強化片付きトレーの使用例を示す説明図である。
【図６】（ａ）（ｂ）（ｃ）本発明に係る強化片付きトレーの３面図である。
【図７】（ａ）（ｂ）本発明に係る強化片付きトレーの使用例を示す説明図である。
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【図８】（ａ）（ｂ）（ｃ）本発明に係る強化片付きトレーの別の例を示す説明図である
。
【図９】本発明に係る強化片付きトレーの使用例を示す説明図である。
【図１０】従来のトレーの一例を示す説明図である。
【符号の説明】
【００４３】
１　側面（短側面）
２　側面（長側面）
３　側面（短側面）
４　側面（長側面）
５　底面
６　折込みコーナー
７　強化片
８　フィルム
９　突出部分
１０　トレー（強化片付きトレー）

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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